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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、流動化・多様化している現代社会において人々の協力がいかなる条
件で達成できるかを解明することである。そのために、社会的ジレンマ状況における協力行動について、ビッグ
データ解析とデジタル実験を行った。その結果、協力行動の程度は社会的ジレンマ状況を人々がどのように認識
するか（フレームの違い）によって変わること、誰かに助けてもらった経験が匿名他者への協力を増やす（上方
型間接互恵性）こと、また匿名状況においては、他者に対する否定的評価や攻撃的な言動を増やすということが
明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to elucidate the conditions under which cooperation
 among individuals can be achieved in the fluid and diversified modern society. To this end, we 
conducted big data analysis and digital experiments to examine cooperative behavior in social 
dilemma situations. The results revealed that the degree of cooperative behavior varies depending on
 how people perceive the social dilemma situation (differences in framing), that having experienced 
help from others increases cooperation with anonymous individuals (upward indirect reciprocity), and
 that in anonymous situations, negative evaluations and aggressive behavior towards others increase.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果から、以下の重要な社会的意義が明らかになった。まず、協力行動の程度が個人の社会的ジレンマ
の認識（フレームの違い）によって変わることを理解することで、効果的なコミュニケーション戦略を開発し、
協力を強化できることが示唆された。次に、他者からの助けを経験することで匿名の個人への協力が増加すると
いう発見は、利他的行動や社会的支援ネットワークの促進の重要性を強調している。最後に、匿名性が他者に対
する否定的評価や攻撃的な言動を増加させるという発見は、オンラインや匿名環境での行動を管理し、緩和する
ためのメカニズムの必要性を示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現代社会では、人々の移動やコミュニケーションが容易になり、多様な人々が頻繁に交流する
ようになった。なかでもデジタル空間における交流は現代においてはますます重要になってい
る。たとえば、移住や移民、転職、観光客の増加、オンラインでの意見の交換や売買取引の増加
など、これまでにない規模とスピードで社会の流動性と多様性が高まっている。こうした現代社
会において、人々が互いに助け合い効率的な社会活動を行うための仕組みを解明することは喫
緊の課題である。 
 
２．研究の目的 
こうした高い多様性と流動性は、社会を豊かにするという良い一面を持っている一方で、相互
協力を達成するうえでは難しさも抱えている。見ず知らずの他者との協力が可能になれば、経済
的な取引やボランティアなどが小さなコミュニティを超え、社会全体の厚生や効率性を高める
ことになる。その一方で、匿名性や流動性の増加は、評判の蓄積を困難にし、評判の蓄積による
協力行動の促進という理論的に想定される協力のメカニズムが機能しなくなる。 
このように、現代社会においては理論的に人々は協力しあうことが難しいとされている。それ
にもかかわらず、実際に協力が達成されている例が存在する。本研究の目的は、理論的には協力
をするのが困難な現代社会においていかにして協力が達成できるのかを理論的・実証的に解明
することである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法は 2つある。一つは、理論的には協力が難しいと考えられるが実際に協力が達成
されている事例を見つけて、そのメカニズムを実証的に解明することである。もう一つは、実証
研究と理論研究をもとに、協力を達成するためのメカニズムを新たに発見するために、状況がコ
ントロールされた実験を行うことである。 
 前者については、株式会社オプテージが提供する格安スマホサービス「mineo」において提供
されている「フリータンク」という仕組みを対象とした。フリータンクは、mineo の会員同士が
余ったパケットを共有するオンラインの公共財である。フリータンクは会員であれば比較的自
由に利用することができるため、人が合理的であれば、フリータンクにパケットを入れず、他の
会員の協力にただ乗りする行為が蔓延し、枯渇してしまう。実際に 2回ほど枯渇の危機を迎えて
いる。しかし、最終的には枯渇の危機を乗り越え安定したパケットの残量を維持している。こう
したオンラインにおける社会的ジレンマにおいて、会員間で協力が維持されているメカニズム
を明らかにするために、フリータンクや掲示板での行動・コメント記録を分析した。 
 分析は 2種類行った。一つは、枯渇の前後で、会員の行動やコメントにどのような変化が起き
たのかを分析するものであり、2つ目は、困難な状況において助けられた経験を持つ人がその後
に、協力の傾向が高まるのかを分析するものである。 
 
 
４．研究成果 
 1 つ目の分析は具体的には以下のような分析を行った。社会的ジレンマという問題は、理論的
観点から見てそのような問題構造を持っているという前提であるが、そのような理論的・客観的
な問題構造を人々が、そのように認識しているとは限らない。多様な人々からなる社会において
は、社会的ジレンマという問題をさまざまに認識している可能性がある。このような主観的な意
味づけをフレームというが、どのようなフレームを社会的ジレンマに与えるかによって協力率
が異なることが心理学実験ではすでに明らかになっている。しかしながら、現実の社会的ジレン
マ状況において、人々がどのようなフレームを持つか、そのようなフレームが協力にどのように
関連しているかは明らかではなかった。そのため、フリータンクのコメントを分析することでフ
レームの存在を明らかにし、その上で、行動との関連を分析することで、フレームが協力にどの
ように影響しているのかを明らかにすることを試みた。まずは、フリータンクについてのフレー
ムを取り出すために、フリータンクへの行為「入れる」「出す」に関連する類義語を取り出して
分類した。具体的にはコメントデータを word2vec と呼ばれる自然言語処理の方法で、ベクトル
化し、類似度に基づいて分類を行った。その後、「入れる」「出す」それぞれの類義語をクラスタ
ー分析で細分化した。その結果、互恵的フレーム・利他的フレーム・利己的フレームの 3つを検
出することができた。さらに、それぞれの時系列的な変化を見たところ、フリータンクが枯渇し
かける前の時期では利己的フレームが優勢だったのに対し、枯渇から回復するタイミングで互
恵的フレームが増加し、その後ずっと安定して優勢的なフレームとして残っていることがわか
た。 
 
 また、2つ目の分析は具体的には以下のような分析を行った。理論的には、協力行動が取られ
るのはその後、相手から直接的な返礼が期待できる直接互恵性や直接的に相手から返礼は期待



できなくても、評判の良い相手に協力的に振る舞うことでその協力が回り回って自分に返って
くるという（下方型）間接互恵性が知られている。しかしこうしたメカニズムは限られた人間関
係の中でしか可能にならないという制約がある。しかし現実の社会では限られた人間関係の中
だけではなく、見ず知らずの他者に協力的に振る舞うことが観察されている。典型的な事例がボ
ランティア活動である。なかでも近年観察される現象として「被災地リレー」というものがある。
これは、自分が被災した時に助けてもらった経験があり、その経験によって、別の災害が起きた
時に、「今度は自分が助ける番だ」といって見ず知らずの他者を助けるというものである。これ
は理論的には上方型間接互恵性と呼ばれるものである。これは、協力する時に他者についての情
報ではなく、自分の経験に基づいて行うため、限定された人間関係にとどまらず、より広い協力
が可能になるため、人間社会での協力を考えるために重要だと理論的には言われてきた。しかし
ながら因果関係を立証するのが難しく、実証的な証拠に乏しいという問題があった。そこで、ビ
ッグデータを使った因果推論を行うことでこの問題を克服した。フリータンクには、被災者に対
して特別にパケット使用の制限を緩くする「災害支援タンク」と呼ばれる制度がある。ここで、
被災したかどうかはランダムに決まるため、災害支援タンクによって援助されるかどうかはラ
ンダムに決まると考えられる。つまり、自然と無作為割付の状況が出来上がっていると考えられ
る。このことを利用して、災害支援タンクによって援助された人がその後に、フリータンクへの
貢献が増えるかどうかを検証した。その結果、災害支援タンクによる援助は、その後のフリータ
ンクへの協力を増やした。また、同様に互恵的フレームの使用も増えた。このことから、自分が
援助されたという経験が、その後の協力行動に因果的に影響を与えるという上方型間接互恵性
の実社会における存在とその条件を明らかにすることができた。 
 
 一方、後者については、以下のようなマクロ社会学実験を行った。NewsChat と呼ばれる架空
のオンライン掲示板を作成し、そこに被験者を集め、9日間にわたってニュースに対するコメン
トを書き込んだり、他者が書き込んだコメントにgoodやbadなどの評価をしたりしてもらった。
掲示板には、匿名条件と非匿名条件の 2つの条件があり、被験者はそれぞれランダムにどちらか
の掲示板に割り付けられた。非匿名条件では、被験者のユーザーネーム（実名ではない）が見え
るようになっており、コメントを誰が書いたのかわかるようになっていた。また、評価ランキン
グが常に見えるようになっており、ユーザー間の序列が一目でわかるようになっていた。一方、
匿名掲示板では、ユーザーネームなどが見えない状態になっていた。すなわち、評判を形成する
ことが不可能な状況になっていたということである。その実験の結果、評判の形成できない匿名
の掲示板では、コメントの毒性値が平均的に高くなった。また、非匿名掲示板では、評判を表す
評価ランキングに基づいた、評価づけを行う傾向にあることがわかった。このことから、オンラ
インでの評判形成を促す非匿名的な条件が、人々の協力的な振る舞いを可能にすることが明ら
かになった。 
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